
あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM   2014. 2 月号

第１５回  博物館文化祭
－サークル活動展示 ・ 発表－

展　示：２月２日（日）～２月１６日（日）
　　　　　　　　　
・古代生活実験室   　　古代生活実験室
・平塚の古代を学ぶ会 　相模国庁模型制作
　　　　　　　　　　　　　           プロジェクト
・古文書講読会  　　　天保三壬年（1832）「雑記」
　　　　　　　　　　　　　　(田原家文書 )より
・平塚の空襲と戦災を記録する会  　
                                             初めての本土空襲	
・民俗探訪会  　相模湾の漁労と信仰
　　　　　　　　　　歩く見る聞く三浦海岸

　今年も博物館を舞台にさまざまなサークル活動の成果を発表する、博物館文化祭を開催します。
　博物館は市民の皆さんと一体になって調査・研究・展示など、さまざまな博物館活動に取り組んでいます。
その基盤となっているのは、博物館の各分野で活動している年間会員制の行事です。現在、15の会員制行事と
3つの自主サークルグループがあり、多数の市民が参加されています。今年も、興味深い展示や実演、そして
発表が勢ぞろいしました。ぜひご覧ください。

・石仏を調べる会	 土屋の石仏めぐり
　　　　　　　　　　　　ー惣領分上惣領編
・東国史跡踏査団       古代中世相　模湾岸道路
　　　　　　　　　　・三増古戦場を踏査する
・天体観察会   　私たちが見た！撮った！2013 年の
　　　　　　　　　　宇宙―2013年の天体観察会
・星まつりを調べる会  　   七夕・二十三夜塔
・展示解説ボランティアの会    考古資料をくらべよう
・神奈川キノコの会　　  平塚周辺で見られたキノコ
・湘南コケの会 　　　　身近なコケ

会場：特別展示室
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　　　　　　平塚の城館　　　　　　平塚の城館寄贈品コーナー

　城館とはその名のとおり「城」と「館」、堀や土塁などの防御設備を持ち、巧みな平面構造で敵の侵
入を防ぐ施設を指します。広い意味では弥生時代の環濠集落も含まれますが、一般的には平安時代か
ら江戸時代の「武士の居館」「戦の拠点」がイメージされます。今年の大河ドラマは戦国最強の軍師と
称される黒田官兵衛が主人公となり、後半には相模国も大きな舞台となるはずです。その小田原城で

は史跡整備に伴う発掘調査が進めら
れており、戦国大名北条氏時代の遺
構も徐々に姿を見せています。
　さて、今回の展示では平塚市内の
城館、とくに真田城調査の展開や中
原御殿の新しい視点などを中心に紹
介します。
展示関連講座

２月１日 （土） ～２月２７日 （木）

平塚合戦絵巻

中原御殿と徳川家康

平成 26 年 2 月15 日（土）

時間　15:00 ～ 16:30
会場　博物館　講堂
講師　栗山雄揮（当館学芸員）
参加　自由（定員 50 名）中原小学校敷地内に建てられた中原御殿の碑

13:00 ～ 13:10
開会あいさつ 博物館文化祭実行委員

13:10 ～ 13:30
相模国庁模型制作プロジェクト 平塚の古代を学ぶ会

13:30 ～ 13:50
江戸の刑罰 古文書講読会

13:50 ～ 14:10
初めての本土空襲 （アメリカの執念と日本の慢心） 平塚の空襲と戦災を記録する会

14:10 ～ 14:30
三浦市三崎地区に伝わるチャッキラコ 民俗探訪会

14:30 ～ 14:45
休　憩

14:45 ～ 15:05
富士信仰　その背景と平塚の石造物 石仏を調べる会

15:05 ～ 15:25
ぼくらの天体観察記－いるか座新星の測光観測 天体観察会

15:25 ～ 15:45
七夕 ・ 二十三夜塔 星まつりを調べる会

15:45 ～ 15:55
閉会あいさつ 博物館長

サークルの日ごろの

活動の成果を発表

します。

お囃子研究会実演
「初心者のための太鼓教室」

「印場」という曲を練習し、
        その成果を相模の家で発表します。
2 月 2日 （日）
午後 1 時３０分～午後 3 時３０分
場所：1 階「相模の家」　
参加：自由

天体観察会
「太陽黒点の観察」
望遠鏡で太陽を投影して観察します。
昼間の星の観察にもチャレンジ。　　
2 月 9日 （日）
午前 10 時～ 12 時
場所：噴水広場　
参加：自由

2 月 9日 （日）

午後 1 時～

場所 ：講堂　　

参加 ：自由　　

実演
イベント

活動
報告会

展示解説ボランティアの会実演
「考古資料をくらべよう」
考古資料を展示して、
                 解説と説明の実演をします。　
土曜、日曜、祭日 午前 10 時　　　
　　　　　　  午後 1時
場所：２階展示室
参加：自由
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style-3! プラネタリウム・コンサート
　3 年連続！　今年もプラネタリウム・コンサートに人気ポップインストユニッ
ト style-3! がやってきます！
　熱いラテン調のものから明るいポップなもの、バラードまであらゆるジャ
ンルを取り入れた型にとらわれない音楽と圧倒されるパフォーマンスで、聴
く人の心をつかみます。美しい星空のもとで繰り広げられるstyle-3! のライブ・
パフォーマンス…必見です！

　　日時：２月 28 日（金）　(1) 午後 2 時～　(2) 午後 7 時～（開場 30 分前）
　　場所：プラネタリウム室（全席自由席）
　　定員：60 人（応募多数時抽選）
　　申込：往復はがきに応募する人全員の氏名

4 4 4 4 4

（1 枚のはがきで 3 名まで
4 4 4 4

）、
　　　　　代表者の住所・電話番号、希望する回（どちらか 1 回のみ

4 4 4 4

）
　　　　　を書いて 2 月 16 日（日）消印有効で申込。
　観覧料：500 円（１８歳未満・６５歳以上 300 円）

　※当日は、博物館は月末休館日となります。
　　博物館へは正面入口左の通用口より館内へお入りください。展示室は
　　見学できません。

　昔から人々は、自然の恵みを最大限に利用して暮らしてきました。その中から生まれた知恵の一つ
に、糸や布を植物から染める「草木染め」があげられます。草木染めは、どのような植物でも染色材
料になることが魅力ですが、中でも青や赤に染まる植物がより活用されてきました。しかし、明治以降、
より短時間で簡単に染まる人工化学染料が生み出され、染色環境が大きく変化してしまいました。
　現在、天然染料はどうなっているのでしょうか。私たちは、赤と青を出す植物に注目し、植物の種
類やその現状について調べました。実際に、現在でも染料の栽培が盛んに行われている地域へ行き、
そこで染めた布や染料も展示してあります。
　今回の展示にあわせて、染色を体験するイベントを行います。ぜひお越しください。

学生代表　平野夏美
染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう
　内容：ハンカチをセイヨウアカネで染めます。汚れてもいい服装でお越しください。
　日時：3 月 9 日（日）、15 日（土）　10 時～ 13 時
　場所：科学教室
　指導：東海大学教養学部人間環境学科藤吉研究室
　参加：各日 15 名。参加費無料。小学生以下は保護者同伴のこと。
　　　　当日 9 時 50 分に博物館科学教室に集合。希望者多数の場合は
　　　　10 時にくじ引きで決定します。

日本の草木染め
　　　－赤と青の染料の種類とその現状－
期間：2 月 26 日（水）～ 3 月 27 日（木）

↑こんなハンカチが
できるよ！色はもち
ろんアカネ色☆

東海大学教養学部
人間環境学科自然環境課程

藤吉研究室

ミニ文化祭
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博物館行事カレンダー　　　　　　　　２０１４年2月と3月の行事

あなたと博物館　41 巻 10 号　通算 446 号　発行　平塚市博物館　　2200
〒 254-0041 平塚市浅間町 12-41　Tel:0463-33-5111   Fax:0463-31-3949

                              E-Mail. info07@hirahaku.jp 　ホームページ http://www.hirahaku.jp/

＜寄贈品コーナー＞

◎「平塚の城館」

　会期：2月1日（土）～ 2月27日（木）まで

＜情報コーナー＞　
◎「広報1000号展」

　会期：2月1日（土）～ 2月16日（日）まで

◎「日本の草木染め　－赤と青の染料の種類とその現状－」

　会期：2月26日（水）～ 3月27日（木）まで

＜プラネタリウム投影＞

☆「ギャラクシー・クルーズ」

　投影日：～ 4月6日（日）までの土･日曜日、春休みの水・木曜日
　時間：（１）午前11時（第2,第4土曜を除く)（２）午後2時
  観覧料：200円（18歳未満65歳以上無料）

☆「すいせいゴエモンのぼうけん」　　時間：午前11時

　投影日：2月8日（土）、2月22日（土）、3月8日（土）、3月22日（土）
  観覧料：200円（18歳未満65歳以上無料）

＜自由参加の行事＞

◎ろばたばなし

　内容：民家のいろりばたで昔話を語ります。

　日時：2月16日（日）　(1)午後1時20分　(2)午後3時

　場所：1階　相模の家　　参加：自由

◎星を見る会「月と木星、冬の星を見よう」

　日時：２月14日（金）午後7時～午後8時30分

　場所：科学教室、噴水広場　参加：自由

◎染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう

　日時：3月9日（日）、15日（土）午前10時～午後1時

　場所：科学教室　　参加：自由（各日15名抽選）

◎中原御殿と徳川家康

　日時：２月15日（土）午後3時～ 4時半

　場所：講堂　　　参加：自由（定員50名）　

2 月 3月

☆：プラネタリウム投影日　○:申込制行事　　　◎:参加自由　　　無印:年間会員制

1 土 天体観察会 講堂 ☆
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2 日 地球科学入門講座 講堂 ☆
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◎ 初心者のための太鼓教室 講堂・相模の家
3 月 休館日
4 火
5 水 空襲の会 特別研究室
6 木 展示解説ボランティアの会 講堂

7 金 古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

8 土 ☆

9 日 ◎ 博物館文化祭活動報告会 講堂 ☆◎ 太陽黒点を観察しよう 噴水広場
10 月 休館日
11 火
12 水

13 木 石仏を調べる会 特別研究室
古代生活実験室 科学教室

14 金 ◎ 星を見る会 科学教室・噴水広場
古文書講読会 講堂

15 土

地域史研究ゼミ 特別研究室

☆
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
星まつりを調べる会 科学教室
東国史跡踏査団 講堂

◎ 平塚合戦絵巻   中原御殿と徳川家康 講堂

16 日 ◎ ろばたばなし 相模の家 ☆相模川の生い立ちを探る会 科学教室
17 月 休館日
18 火 地質調査会 工作室

19 水
民俗探訪会 特別研究室
裏打ちの会 科学教室
空襲の会 特別研究室

20 木
21 金 古文書講読会 講堂

22 土
天体観察会 科学教室・平塚海岸

☆お囃子研究会 講堂
星まつり 野外

23 日 平塚の古代を学ぶ会 講堂 ☆
24 月 休館日
25 火
26 水 草

木
染

27 木 石仏を調べる会 特別研究室
28 金 ○ style-3! プラネコンサート ( 休館日 ) プラネタリウム室

1 土 ☆
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2 日 ☆
3 月 休館日
4 火
5 水
6 木 展示解説ボランティアの会

7 金 古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

8 土 天体観察会 講堂 ☆

9 日
◎ 染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう 科学教室

☆
特別投影「星空とともに」 プラネタリウム室

10 月 休館日

11 火 特別投影「星空とともに」 プラネタリウム室
地質調査会 工作室

12 水

13 木 石仏を調べる会 特別研究室
古代生活実験室 科学教室

14 金 古文書講読会 講堂

15 土

◎ 特別展展示解説 特別展示室

☆
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◎ 染色体験！アカネ染めのハンカチを作ろう 科学教室
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
東国史跡踏査団 講堂

16 日 ◎ ろばたばなし 相模の家 ☆
17 月 休館日
18
18 火 民俗探訪会 三浦市
19 水 裏打ちの会 科学教室
20 木 展示解説ボランティアの会 講堂
21 金 古文書講読会 講堂

22 土

◎ 特別展講演「田園都市構想と民権」講堂

☆
お囃子研究会 講堂
星まつりを調べる会 科学教室
相模川の生い立ちを探る会 藤沢片瀬（雨：科学教室）

23 日 平塚の古代を学ぶ会 講堂 ☆
24 月 休館日
25 火
26 水 ☆
27 木 石仏を調べる会 特別研究室 ☆

28 金
○ 雑貨団シアトリカル・プラネタリウム プラネタリウム室

古文書講読会 講堂
29 土 ○ 金目ウォーク 金目 ☆
30 日 ☆
31 月 休館日
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